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はしがき
21世紀の環境科学に課せられた最大の課題は、世界中に創りあげてきた環境
問題、すなわち負の遺産の複雑現象を科学的に学び、将来に向けた新たな解決
策を提示することである。こうした中、核被災や10年前から始まる劣化ウラ
ン被災の住民、環境は最たるものである。旧ソ連の核実験場セミパラチンスク
では、450回以上の核実験が行われ、それによって数十万とも言われる周辺の
住民が外部および内部からの長期の低線量率被曝を受けてきた。また、一方で
は、科学的・医学的な立証は非常に困難とおもわれるが、劣化ウラン弾による
影響を排除できない放射能に絡む世界的な問題も生じている。本研究では、住
民への放射線影響の基礎となる被曝線量評価、外部被曝と評価が困難な内部被
曝線量評価を重点的に行う。外部被曝については被曝が最も深刻であると言わ
れているドロン集落を中心に，土壌中に残留している137Csからの評価を試み
る。劣化ウラン弾被災地域においては、イラク地域を対象として、今回は真に
劣化ウランを体内に取り込んでいるのかどうかを確かめるために、尿中のウラ
ン同位体の測定を行う。飲料水、食品のウラン分析も進め最終的に劣化ウラン
の存在有無、レベルを検討し最終的にこれを解析して被爆の実態を明らかにす
る。
＜予想される結果と意義＞
旧ソ連の核実験場セミパラチンスク周辺の被爆の特徴は、外部被爆(SO-
250cSv:194g-1992年間の民住民の総被爆線量）に加えてかなりの内部被曝
(40-SOOcSv)を受けていることである。この内部被曝線量は、数学的モデル
で推定されたもので検証が必須である。現在唯一、検証が可能と思われるのは
人体組織の骨中帥Sr測定以外ないのではと考えている。
これまでに国際学術研究（分担、代表）が認められ、15回現地を訪れ、土壌、
レンガを持ち帰り137Cs(9oSr),puの汚染状況、さらにレンガを用いたTL
法で外部被曝線量（広島大）を推定してきた。これにより、この地域の汚染レ
ベルのバックグランドおよび外部被爆線量の貴重なデーターを得た。
2001年から、内部被曝線量の一環として、核実験場周辺で亡くなられた方の
骨試料を提供していただき骨中のU,Pu,(9oSr)の測定を開始し、核実験場近
傍の試料で高い値を持つケースを見いだしてきた。
従って、核実験場近傍の集落で被曝し亡くなられた方の人体試料についてさ
らに数を増やしデーターの蓄積を計る必要性がでてきた。骨以外に、吸入摂取
の評価のために肺試料も対象とする。
一方、イラクの劣化ウランについては、これまでに白血病患者から採取した
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尿試料役15検体にいついてウラン分析をおこなった。すべての試料でごく微
量のウランが検出されるが、そのほとんどが天然ウラン由来であり、劣化ウラ
ン摂取の可能性は低い。しかし、高濃度の劣化ウランを検出したとの報告もあ
り、さらに検討する必要がある。
セミパラチンスクとイラクの劣化ウラン被曝の問題は、両者ともに低線量被
曝という共通課題を持つ。この実態を明らかにすることは学問的な見地からの
みならず国際的にも強く要望されている。
セミパラチンスクにおいては、アメリカ、ヨーロッパの研究チームがこの地
域で甲状腺の検診、被曝線量評価を開始している。国内においては、科学技術
庁が疫学調査を数年前から、また長崎、広島大も医療援助長年実施している。
特に広島大・星グループら(当研究代表者もグループの一員)は汚染の実態、外
部被曝で大きな成果を挙げている。一方、劣化ウランについては、WHO,NGO,
現地およびアメリカ・ヨーロッパの科学者が取り組んでいるが、科学的データ
ーが非常に乏しく、実態が不明な点が多い。200S年10月ハンブルクで開催さ
れた劣化ウランの国際会議にも参加し、日本としてのサイエンスからのこの方
面の国際貢献の必要性を痛感した。
本研究は以下のS項目から構成されている。
1）セミパラチンスク：残留放射能からの外部被曝線量評価の試み
194g年8月の旧ソ連最初の核実験からの局地的フォールアウトで被曝を
受けた緯ロン集落を中心にきめ細かな土壌サンプリングを実施し,239,240pU
および､37Cs蓄積量からフォールアウトのセンター軸や幅を決定する。こ
れまでの測定結果も交えて,Fロン集落での空気中線量をモデル式より評
価する。
2）セミパラチンスク：α放射体-PuおよびUによる内部被曝線量推定
これまでに,100検体近くの人体試料（主として，骨試料）を採取し，
239,240PuおよびU同位体を測定してきた。今回は，この結果を纏め，今
後に向けての問題点等を提起する
3）イラク：劣化ウラン関係
入手した飲料水，人の尿試料等についてウラン同位体の分析を行い，汚染
の程度などを把握する。
2
今回の調未研壷の主な成穿
1．これまでにセミパラチンスク市を中心に収集した人骨（主に脊椎9,約80
試料(SO-86才，平均eo±13才)について23924oPUおよび238U,234Uを測定し
た。鰯924oPuおよび238Uの平均濃度は，それぞれO.OSO±O｡O41mBq彪一ash,
0.28±0.旧mBq/g-ash(22.5"gU/kg-ash)であった。
2．Puレベルは,Giobalfalloutで汚染されたイギリス，ドイツ，アメリカ，
日本の一般住民に対しての19SO年代の濃度範囲であった。セミパラチンス
ク周辺土壌は，原爆級Puで日本の数十から数百倍高濃度に汚染されている
が，大部分のPuは融解したシリカなどに強固に取り込まれている。このこ
とが，農作物や人体への移行を低くしている主因である。Puの被曝が1955
年の一回吸入によると仮定すると,尋0年間での実効線量当量は約O.2mSvと
試算された。
3．人体中のUの源は,同位体測定からすべて天然由来であることが判明した。
骨中U濃度は，アメリカや日本の約10倍で，イギリスと同レベルであった。
この高い濃度は，この地域の飲料水に由来する。経口でU(238U,235U,234U)
を摂取すると仮定すると,SO年間での実効線量当量は約O｡1mSvと試算さ
れた。
4．これまでに、十数回現地を訪れ、土壌、レンガを持ち帰り'37Cs(goSr),Pu
の汚染状況、さらにレンガを用いたTL法で外部被曝線量（広島大）を評
価してきた。これにより、 この‘，'r－まかな：袋レベル
プーーーター′冒しこ。しかし，最初の核実験での
被害が最も大きいドロン村（核実験場から約so北西）においててさえ報
告されてきたモデル計算値（1-2Gy）とレンカを用いたTL法での評価値
（O5Gy)は食い違いその違いの原因究明が大きな問題となっていた｡200s
年3月に開催さ~ミパー、スクに関する国際会議肱島）で，この
〃‐，牙
集落Ⅳ 〃刀､の”
ことが確認された（正確なデータは皆無)｡ードロン村でこれまでに得てきた
137Cs蓄積量の汚染の広がりを基に，予備的ではあるが放射性雲の通過セン
ター軸，幅を推定し再計算を試みた結果，集落中心の教会から採取された
レンガからの推定値とよい一致を示す方向にあることが分かってきた。
S.劣化ウラン関係については，イラク人からの尿，飲料水，さらにイラク滞
在で帰国した邦人の尿試料を測定した。イラク人からの幾つかの尿試料で
100ng/Lを越える値が検出された。235U/238U同位体測定では天然比
o診了2%に近<,汚染は無いか仮にあったとして極めて少ないものと考えられ
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る。尚，日本人の通常レベルは<10ng/Lである。
今後の課題
1〉上記の1．については，骨以外の臓器，たとえば肺，肝臓などについての測
定が必須であり，現在,240Pu/329Pu同位体比の測定を計画している。
まずドロン村での被曝線量問題に解決を与えるため2）外部被曝については， 6
に放射性雲のセンター軸，幅を決定し，
の妥当性を検証することが必須である。
すべき幾つかの集落が点在しているが，
デル計算およパーメー
核実験周辺には，被曝線量を評価
レンガがなく評価が極めて困難で
虹してよI‘「，“このような表め細かな土壌･I！，．．‘ある。 ??
劣化ウラン関係については，飲料水も含めて，ウランのバックグラウン蔭
レベルの把握が重要であると考える。土壌中に埋没している劣化ウランが
時間の経過とともにどのようになっていくのかをモーターしていくことが
3）
最重要課題である。
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セミパラチンスク核実験場周辺への調査旅行
（これまでの調査旅行十今回(2004-200S年)の課題での調査）
（1）第1回1gg4年1C月2日～10月11日、
国際学術研究：中央アジア・カザフスタンの環境と経済の再生計画
代表：京都大学経済研究所，教授塚谷恒雄
参加者：塚谷恒雄〈京都大)，片山幸士（京都大>，山崎啓三（京都大）
青木逹〈京都大)，山本政儀（金沢大）
(2)第2回1995年9月28日～10月10B
国際学術研究：セミパラチンスク核実験場近郊住民の被曝線量評価と疾病調査
代表：広島大学原爆放射能医学研究所，教授星正治
参加者：星正治（広島大。原医研)，高田純（広島大。原医研）
長友恒人(奈良教育大)，山本政儀（金沢大〉
山下俊一(長崎大・医)，難波裕幸(長崎大。医）
（3）第SE1995年10月1e日～10月訓日
国際学術研究：中央アジア・カザフスタンの環境と経済の再生計画
代表：京都大学経済研究所，教授塚谷恒雄
参加者：塚谷恒雄(京都大)，青木逹（京都大)，山本政儀（金沢大）
小藤久毅（金沢大。学生D),山崎誠二（金沢大。学生M)
（辱）第4回1gge年9月20日～10月1日
国際学術研究：セミパラチンスク核実験場近郊住民の被曝線量評価と疾病調査
代表：広島大学原爆放射能医学研究所，教授星正治
参加者：星正治（広島大・原医研)，高田純（広島大・原医研）
山本政儀（金沢大），武市宣雄(甲状腺の病院長，広島)，他4名
(5)第5回1ggア年g月2S日～10月11B
国際学術研究：旧ソ連核実験場セミパラチンスク近郊の被曝線量再構築と
健康影響調査
代表：広島大学原爆放射能医学研究所，教授星正治
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参加者：星正治
岩谷和夫
高辻俊宏
(広島大。原医研)，高田純（広島大。原医研）
<広島大。工)，吉川勲（長崎大・環）
(長崎大。環)，山本政儀（金沢大），他S名
(6)第e回1998年9月14日～g月2SB
国際学術研究：旧ソ連核実験場セミパラチンスク近郊の被曝線量再構築と
健康影響調査
代表：広島大学原爆放射能医学研究所，教授星正治
参加者：星正治（広島大・原医研)，高田純（広島大。原医研）
吉川勲（長崎大・環)，高辻俊宏（長崎大。環)，
山本政儀（金沢大）鎌田七男（広島大・原医研>，
田中公夫（広島大・原医研）浅倉晃(HI-CARE幹事),
山田英雄(ロシア語通訳）
(The2ndIntematicnaiConferenceon"Eco!ogy-Radiation-Healtげ，
SSMA,Semipalatink,Kazal<hstan,1S-19Septemberl998に参加発表）
（ア）第7回1ggg年10月3日～10月21B
国際学術研究：旧ソ連核実験場セミパラチンスク近郊の被曝線量再構築と
健康影響調査
代表：広島大学原爆放射能医学研究所，教授星正治
参加者：星正治紘島大。原医研)，高田純（広島大。原医研）
吉川勲（長崎大。環)，高辻俊宏（長崎大。環>，
山本政儀（金沢大）
（8）第S回2000年了月31日～8月15日
基盤研究(A)(1):セミパラチンスク核実験場近郊住民の被曝線量推定方法の
確立と健康影響研究
代表：広島大学原爆放射能医学研究所，教授星正治
参加者：星正治（広島大。原医研)，高田純（広島大。原医研)、
早川武彦（広島大。原医研)，山本政儀（金沢大)、
高辻俊宏（長崎大。環)，他10名
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(g)第gg2CO1年9月19日～10月4日
基盤研究(B)(2):セミパラチンスク核実験場近郊の放射能汚染と被曝線量推定
および住民の健康影響研究
代表：広島大学原爆放射能医学研究所，教授星正治
参加者：星正治（広島大。原医研)，高田純（広島大。原医研)、
高辻俊宏（長崎大。環)，山本政儀（金沢大>、
坂口綾（金沢大B4)
(10)第10回2002年S月8日～e月21B
放射線影響協会：セミパラチンスク核実験場周辺住民の調査に係わる
打ち合わせ及び情報収集等
参加者：釈厚、久住静代、代田康夫、鈴木忠篤（放射線影響協会)、
片山博昭（放射線影響研)、白石久二雄（放医研)、谷畑健生
（国立保険医療科学院)、山本政儀（金沢大）
（11）第11回堂OO2年10月17日～10月29B
基盤研究(B)(1):核被災地域住民の被曝線量評価：旧ソ連核実験場周辺住民の
内部被曝線量の構築
代表：金沢大学低レベル放射能実験施設，助教授山本政儀
参加者：山本政儀(金沢大>、星正治（広島大。原医研)、
坂口綾（金沢大学、M1)
(12)第12回2003年10月15日～10月26B
基盤研究(B)(1):核被災地域住民の被曝線量評価：旧ソ連核実験場周辺住民の
内部被曝線量の構築
代表：金沢大学自然計測応用研究センター・低レベル放射能実験施設。
教授山本政儀
参加者：山本政儀（金沢大)、星正治（広島大。原医研>、
今中哲二（京都大学｡原子炉)、坂口綾（金沢大学、M2)
7
（13）第13回2004年（平成16年)11月8日～11月17B
基盤研究(B)(1):旧ソ連セミパラチンスク核実験場周辺地域の放射能汚染状況
と住民の内部被曝線量評価（課題番号1640JOO4)
代表：金沢大学。自然計測応用研究センター・低レベル放射能実験施設．
教授山本政儀
参加者：山本政儀（金沢大)，星正治，遠藤暁，田中憲一（広島大。
原医研)、福谷哲（京大･原子炉)，富田純平（金沢大学B4)
〈14）第14回200S年（平成1了年)9月15日～9月23B
基盤研究(B)(1):旧ソ連セミパラチンスク核実験場周辺地域の放射能汚染状況
と住民の内部被曝線量評価（課題番号16404"4)
代表：金沢大学。自然計測応用研究センター・低レベル放射能実験施設。
教授山本政儀
参加者：山本政儀（金沢大)，星正治，遠藤暁田中憲一（広島大。田中憲一（広
純平（金沢大学M1)原医研)、福谷哲（京大･原子炉)，富田
8
研究代表者：
研究分担者：
研究協力者：
研究組織
山本政儀
星正治
今中哲二
Z・ZIwnadiiOv
B.i,Gusev
K､N.Apsalil<Ov
福谷哲
坂口綾
富田純平
(金沢大学自然計測応用研究センター。
低レベル放射能実験施設）
(広島大学原爆放射能医科学研究所）
(京都大学原子炉実験所）
(セミパラチンスク医学研究所）
<カザフスタン放射線医学環境研究所）
(カザフスタン放射線医学環境研究所）
(京都大学・原子炉実験所）
(金沢大学大学院｡自然科学研究科物質
科学専攻,博士後期課程）
(金沢大学大学院･自然科学研究科物質
化学専攻｡博士前期課程）
交付決定額（直接経費のみ，間接経費:O円）
平成16年度e,700千円
平成W年度4,SOO千円
計11,SOO千円
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研究発表
(学術論文）
1．V.F・Stepanenko,M.Hoshi,I.K.BarW,A､1.Ivamlikov,S・Toyoda,M.Yamamoto,S.
S加on,M.Masao,MKawano,Z.Zimmaailov,K.Sakaki,R.Rosnson,K、N.
APsarikov:AroundSemipalatinsknucleartestsite:Progress㎡doseestimations
releVanttotlleconseq鵬加eSOfnUcleartests,J.Radiat.Res.,4f7,SuPPl.,1-13(2M).
2.V.F.Stepnenko,MHosIxi,M・Yamamoto,A.SakagUchi,J.Taka",H.Sato,
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